
教室の一年の歩み
- 2022 -

江口 晋

2022年12月3日
長崎大学移植・消化器外科 同門会（鐘韻会）



長崎大学 移植・消化器外科(第二外科)
教室構成員

同門会員数 370名 （女性：26名）

（本年ご逝去者2名）

関連施設数 30施設

現役教室員数 84名（女性：13名）

・大学内 30名 （女性：5名）

・関連施設 51名

・留学中 3名（海外2、国内1）
（2022年12月3日現在）



逝去者(2021.12～2022.11）

・山口 昇 先生（昭和32年卒）2022年 3月30日 ご逝去 享年90歳

・山﨑 仁美 先生（昭和37年卒）2022年 4月23日 ご逝去 享年90歳

・栗原 公太郎 先生（昭和51年卒） 2022年11月22日 ご逝去 享年72歳



小嶺 忠敏監督

2021年12月4日 第25回鐘韻会 講演

2022年1月7日 ご逝去



【米寿88歳（昭和10年生）】

酒井一守（昭和10年1月31日） 斉木貞彦（昭和10年2月6日）

安田光則（昭和10年2月13日） 本田 遜（昭和10年8月18日）

中嶋義三（昭和10年12月2日） 北島陽夫（昭和10年12月9日）

【喜寿77歳（昭和20年生）】

織部孝史（昭和20年1月22日） 重岡健一郎（昭和20年3月28日）

加藤尚志（昭和20年5月11日） 木田栄郎（昭和20年5月29日）

兼松隆之（昭和20年7月8日） 宮本峻光（昭和20年8月7日）

山口 孝（昭和20年8月21日） 鮫島恭彦（昭和20年10月7日）

神田和弘（昭和20年12月6日） 持永信夫（昭和20年12月9日）

2022年の長寿祝い



移植・消化器外科（旧第二外科）同門会幹事会

年間 3回の開催（3月、6月、10月）

会長 野田 剛稔 先生

幹事 岸川 博紀 先生

松元 定次 先生

田中 公朗 先生

山口 実 先生

吉良 満夫 先生

山下 直宏 先生

佐々木 誠 先生

釣船 崇仁 先生

松崎 純宏 先生



鐘韻フォトギャラリーへの
ご寄稿お願い致します



教室の構成と現況
2022 



大学外科教室のミッション

１．人材育成

専門医・地域医療・教育者・社会/国際医療

２．情報発信

臨床・研究・社会/国際貢献



大学勤務医師数
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教員人事
採用・昇任

小林 和真（平成6年） 長崎大学病院 講師 （2022年4月1日付）

松本 亮 （平成23年卒）長崎大学病院 助教 (2022年 4月1日付）

久芳さやか（平成13年卒）長崎大学病院 病院講師 （2022年 6月1日付）

曽山 明彦（平成12年卒）長崎大学大学院 先端技術展開外科学講座 准教授

(2022年10月1日付）

松隈 国仁 (平成23年卒) 長崎大学病院 助手 （2022年10月1日付）

吉元 智子（平成23年卒）長崎大学病院 医員 (2022年 4月1日付）

円城寺貴浩（平成25年卒）長崎大学病院 医員 (2022年 4月1日付）

哲翁 華子（平成28年卒）長崎大学病院 医員 (2022年 4月1日付）

品川 博光（平成31年卒）長崎大学病院 修練医 （2022円 8月1日付）



転出

田中 貴之（平成17年卒）助教 佐世保市総合医療センター (2022年3月31日付）

伊藤信一郎（平成11年卒）病院准教授 光晴会病院 (2022年9月30日付）

濵田 隆志（平成23年卒）医員 留学（デンマーク王立病院） (2022年3月31日付）

栗嵜 健 （平成29年卒）修練医 上五島病院 （2022年3月31日付）

吉元 智子（平成23年卒）医員 大腸肛門病センター高野病院(2022年9月30日付）

教員人事



新入局員

笠 伸大郎 H29 中村 瞬 H30 久保 飛翔 H31 小川 伸一郎 R2

黒滝 航希 R2 布下 裕基 R2 林田 浩太朗 R2中山 嵩士 R2 松尾 聖哉 R2



江口 晋 H4

移植・消化器外科
副病院長（安全）

教 授

林田 直美 H10

原研センター共同研究推進部

永田 康浩 S61

医学部地域医療学講座

金高 賢悟 H6

消化器・再生医療学講座

学会理事 日本消化器外科学会

日本消化器病学会

日本肝胆膵外科学会

日本移植学会

日本肝移植学会

日本再生医療学会

日本Acute Care Surgery学会

国際外科学会 日本部会

アメリカ外科学会 日本支部

九州消化器癌化学療法研究会（KSCC）



准教授 講師

小林和真 H6
（化学療法G）

足立智彦 H12
（肝胆膵G）

日高匡章 H11
（肝胆膵G）

曽山 明彦H12
（先端技術展開外科学講座）

久芳さやか H13
（内分泌G）



助 教

小坂太一郎 H14
(小児G） 医局長

井上悠介H16
（下部G）
副医局長

猪熊孝実 H13
救命・救急センター

原 貴信H19
（肝胆膵G）

丸屋 安広H19
（上部G）

森田 道H20
（内分泌G）

岡田 怜美H22
（下部G）

小林慎一朗H18
（上部G）

宮本大輔

松島 肇H19
（肝胆膵G）

今村一歩H21
（肝胆膵G）

足立 利幸 H23
（下部G）

松本 亮 H23
（上部G）



大学院生

3年生

2年生

1年生

4年生

村上 俊介 Ｈ25 池田 貴裕 Ｈ25

藤田 拓郎 H24 松隈 国仁 H26 福本 将之 H27 孟 祥玥

李 佩霖吉野恭平H27

修練医

川口 雄太 H29 李 陸洋右田 一成 H29哲翁 華子 H28

円城寺貴浩 H25

中村 瞬 H30
久保 飛翔 H31 小川伸一郎 R2

黒滝 航希 R2布下 裕基 R2

品川 博光 H31

栗嵜 健 H29



ラボさん

東さん

実験室

原口さん

乳腺班
業務サポート

村井さん

実験室

濱口さん

胆膵データ入力
佐藤さん
受付

草野さん

教授秘書

高柳さん

上部班
業務サポート
NCD入力

山口さん
消化器再生医療
学講座事務

江島さん

予算管理

長谷川さん

実験室

柴田さん

医局長秘書

沼崎さん

受付
林田さん

受付

森さん
医師事務
作業補助

吉田さん

先端技術展開
外科学講座事務



国内留学/派遣者

釘山 統太 H20
九州医療センター 高見先生
肝胆膵外科

藤田文彦 H7
久留米大学 赤木教授
消化器外科

大野慎一郎 H16
琉球大学 高槻教授
消化器・腫瘍外科学講座

山口 峻 H25
国立がん研究センター
東病院 大腸外科



海外留学者
カーペンター(村岡) いづみ H17
マイアミ大学 移植ドナーCo

濵田 隆志 H23
デンマーク王立病院



国内留学者予定者

松隈 国仁 H23
国立がん研究センター中央病院
抗癌剤治療修練のため
(2023年4月～)



来年度入局決定者

又野 護 （北九州総合病院）

松尾 和哉 （長崎医療センター）

牟田 裕貴 （長崎みなとメディカルセンター）

田崎 海斗 (長崎医療センター）

入局希望者の情報があれば、
いつでもご連絡ください。



新規専門医/指導医（学内）

日本消化器外科学会 指導医 原 貴信、丸屋 安広

専門医 足立 利幸

消化器がん外科治療認定医 足立 利幸

日本内視鏡外科学会 技術認定医 岡田 怜美、足立 利幸

評議員 井上 悠介

日本腹部救急医学会 評議員 原 貴信

日本Acute Care Surgery学会 評議員 原 貴信

など

（2022年1月～2022年11月）



新規専門医/指導医（学外）

日本消化管学会 指導医 円城寺 昭人

日本大腸肛門病学会九州支部 評議員 岡田 和也

日本内分泌外科学会 専門医 崎村 千香

日本腹部救急医学会 認定医 平原 正隆

日本胸部外科学会 専門医 平原 正隆

日本消化器外科学会 専門医 峯 由華

消化器がん外科治療認定医 峯 由華

など

※現在までに医局で把握している情報です。引き続き、新規の資格はご連絡ください。

（2021年1月～2021年12月）



年度末壮行会（2022年3月22日） 年度始め式（2022年4月1日）

コロナ下の医局行事

本年中止となった医局行事・イベントなど

2月 医局旅行

4月 お花見・新入局・帰局者歓迎会

8月 医局BBQ、BJセミナー、i-1グランプリ(糸結び大会) （夏）

ラボさんとの食事会（2021年12月28日）

医局野球（2022年9月）



教室の臨床
2022



当科手術総数 (長崎大学病院)
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関連病院手術総数
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当科におけるロボット支援下手術の導入状況

肝臓

食道

直腸
膵臓

胃
2021年5月～
１８例

2020年3月～
５６例

2021年3月～
２3例

2020年12月～
PD ３３例
DP ７例

2020年2月～
６５例

コンソール操作医師：10名

２０２２からのロボット手術の適応拡大 （肝、結腸、総胆管拡張症）



臨床研究中核病院：長崎大学も申請中

承認済み病院



大学教室での臨床研究

• 上部班 → 食道がん：Pembro/TAS120による術前、再発治療（治験）

ロボット食道切除

・下部班 → 直腸がん：TaTME/Robot手術の推進に向けて

CRM/DMに関する研究（臨床研究：国立がんセンター東）

• 肝臓班 → 肝細胞がん：Atezo/BevaによるNAC（臨床研究）

肝内胆管癌 切除不能・再発：TAS120（治験）

ロボット肝切除

• 胆膵班 → 膵がん：術前治療/JCOG

ロボット膵切除

1型糖尿病患者 （膵移植の可能性）

腸管機能不全の患者 （小腸移植の可能性）

• 内分泌班 → 乳がん：化学療法が必要なもの AMED研究申請

• 小児班 → 小児消化管疾患：ヘルニア、便秘とかでも AMED研究申請

• 化療班 → 胃がん・食道癌・大腸がん：特に高齢者で化学療法が必要なもの

KSCC 主任研究者「NACとMicrobiota」

特にこういう症例、ご紹介ください！



今後の臨床の展開（準備状況）

•ロボット手術の適応拡大 （総胆管拡張症など）

•腹腔鏡下ドナー肝切除 （肝外側区域グラフト）

•脳死下小腸移植



教室の教育
2022



学生教育

医学知識を伝えるのも大切だが、

「外科がどのような仕事で、

自分達がその仕事をどれだけ好きで、

それを学生達に教えるのがどれだけ楽しいか」

が解る様に。



2022年学外非常勤講師の先生方

福岡青洲会病院 乳腺外科
山口 淳三先生

琉球大学 消化器・腫瘍外科
高槻光寿教授

九州医療センター
高見 裕子先生

沖縄 友愛医療センター
嵩下英次郎先生



臨床実習（ポリクリ,クリクラ）
アンケートで2年連続学内No1の評価をいただきました！
対象：2021年度5年生（ポリクリ） （アンケート実施日：2022年1月）
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３．第二外科

＜良いと思う理由＞

• 様々な手技を経験できた。・・・17名

• 手技もたくさんやらせてもらったし、説明もとても丁寧だった。・・・6名

• 先生方の雰囲気が良かった。・・・3名

• ダヴィンチシミュレータ実習が非常に為になった。・・・2名

• 積極的な外科手技を行うことができた。・・・2名

• 先生方が皆親身に教えてくださった。・・・2名

• チームの一員としてとても優しく受け入れてくれた。たくさんのことが経験でき

た。・・・2名

• カンファで手術の手順を解説していただけて理解が深まった。・・・2名

• 手技等をたくさんさせてもらえ実際に色々学べた。 楽しかった。・・・2名

• 雰囲気が良く、手技も積極的にやらせていただいた。・・・2名

• 移植班ではしっかり見ながら教えてくれた。

• 診療チームの一員として扱ってもらった。

• 積極的に手技をやらせていただき、手術中も手持ち無沙汰にならなかった。

• 惹き込まれた。



２．臨床実習について検討してほしいと思った実習科
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対象：2021年度5年生（ポリクリ）
（アンケート実施日：2022年1月）



４．第二外科

＜検討してほしい理由＞

• 手術が長い。・・・2名

• もう少し班所属の学生とのコミュニケーションを大事にしてほしいと思った。



学生時代はいろいろな経験を 2022 

40



2022 受賞

中村 瞬(H30卒)

第58回九州外科学会・第58回九州小児外科学会・

第57回九州内分泌外科学会 優秀演題賞

砂河 由理子(H20卒)

第94回 日本胃癌学会総会 ベストポスター賞

福本 将之(H27卒)

第122回日本外科学会定期学術集会 優秀演題賞

令和3年度九州内視鏡・ロボット外科手術研究会 研究奨励賞

Asian Transplantation Week 2022 Best Abstract Award Silver

岡田 怜美(H22卒)

令和3年度九州内視鏡・ロボット外科手術研究会

研究奨励賞



F.A.C.S. (American College of Surgeons)

原貴信 (H17) 松島肇 (H17)

修練医もSDまで同行



教室の研究
2022



論文数（英文）とIFの推移
論文数 54

IF値 186.739
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2020年 1. Yamanouchi, et al.  Acta Medica Nagasakiensia （長崎医療C）

2. Imamura H, et al.  Asian J of Endosc Surg （長崎みなとMC ）

2021年 1. Yamashita M, et al. J Hepatobiliary Pancreat Sci.（長崎医療センター）

関連病院からの論文（英文）

1. Matsushima H, et al. J Surg Educ (IF 2.16) （長崎労災病院）

2. Mine Y, et al. Int J Surg Case Rep （国立佐賀病院）

2017年

2018年 1. Hamada T et al. Int Surg J.（長崎労災病院）

2019年 1. Imamura H et al. Asian J Endosc Surg.（長崎みなとMC）

2. Imamura H et al. Surg Case Rep.（長崎みなとMC）

3. Imamura H et al. In Vivo.（長崎みなとMC）



日本外科学会 発表演題数
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教室内 関連施設



学位取得者 5名

山口峻(H25） 博 (医歯薬) 甲第1392号
授与日；2022年3月18日
タイトル：Novel Computer-Aided Diagnosis Software for the 
Prevention of Retained Surgical Items（手術器具遺残予防のた
めの新しいコンピュータ支援診断ソフトウェア）

前川恭一郎(H23) 博 (医歯薬) 甲第1407号
授与日；2022年3月2日
タイトル：Long-term culture of rat hepatocytes using human amniotic 
membrane as a culture substrate（ヒト羊膜を培養基質として用いたラッ
ト肝細胞の長期培養）



学位取得者 5名

福井彩恵子(H27) 博 (医歯薬) 甲第1453号
授与日；2022年6月1日
タイトル：The Contribution of Serum Complement Component 3 
Levels to 90-Day Mortality in Living Donor Liver Transplantation
（生体肝移植患者において血清補体第3成分の値が90日死亡率に与
える影響の検討）

吉元智子（H23） 博 (医歯薬) 甲第1451号
授与日；2022年6月1日
タイトル：A Simple Rapid Method for Measuring Liver Steatosis 
Using Bioelectrical Impedance（インピーダンス法を用いた肝脂肪
率の簡易迅速測定法）

三好敬之（H24） 博 (医歯薬)甲第1452号
授与日；2022年6月1日
タイトル：Successful induction of human chemically induced liver 
progenitors with small molecules from damaged liver（障害肝から
小分子化合物を用いて化学的に誘導した肝前駆細胞の作成）



3年生

2年生

1年生

4年生

村上 俊介 Ｈ25 池田 貴裕 Ｈ25

藤田 拓郎 H24 松隈 国仁 H26 福本 将之 H27 孟 祥玥

李 佩霖吉野恭平H27

川口 雄太 李 陸洋右田 一成哲翁 華子

円城寺 貴浩

栗嵜 健

2022年度 第一回リサーチ検討会
（2022.4.28 @第1カンファランス室）



外部資金：文科科研

新 規 4件

継 続 7件

足立 智彦 基盤研究（C） 低分子化合物によるリプログラミング技術を用いた自己非β膵細胞からの新規β細胞誘導

丸屋 安広 基盤研究（C） 抗原性を消失させたユニバーサルヒト骨格筋芽細胞のセルバンキングの構築に関する研究

曽山 明彦 基盤研究（C） 化学的誘導肝前駆細胞によるin vivoにおける胆管再構築

哲翁 華子 研究活動スタート支援ラットCLiPを用いた肝小葉様構造の作製および移植の実施、構造並びに機能評価



外部資金：文科科研 継 続 13件

金高 賢悟 基盤研究（C） 括約筋再生のための機能的筋細胞シートの開発

足立智彦 基盤研究（C） ヘリコバクター属菌感染によるTLR9を介した肝内胆管癌発癌機構の解明

田中 貴之 基盤研究（C） 神経微小環境と免疫細胞の相互作用による膵発癌・増悪の機序解明

米田 晃 若手研究 消化器癌に対する遺伝子改変T細胞と多機能ヘルパーT細胞誘導ワクチン併用療法の開発

丸屋 安広 若手研究 口腔粘膜上皮細胞シート移植による食道再生医療後の長期安全性評価基盤の構築

宮本 大輔 若手研究 立体的薬物動態システムを利用したがん細胞の薬物耐性変化のモニタリング

岡田 怜美 研究活動スタート支援 内因性TCRおよびMHC発現を抑制した非自己T細胞によるT細胞輸注療法の開発

池田 貴裕 研究活動スタート支援 膵島脂肪由来幹細胞シートにおける皮下と肝表面移植成果及び免疫応答能の差異の検討

江口 晋 基盤研究（B） ES細胞由来小腸オルガノイドを用いた再生医療による短腸症候群の革新的治療

日髙 匡章 基盤研究（C） 低分子化合物誘導された肝前駆細胞による胆汁排出システムを兼ね備えた肝組織の開発

小林 慎一朗若手研究 臍帯由来間葉系幹細胞誘導筋芽細胞を用いた革新的消化器手術合併症予防法の開発

原 貴信 若手研究 低分子化合物による肝前駆細胞を用いた肝加齢性変化の改善、若返り治療

松島 肇 若手研究 マウス小腸移植モデルを用いた小腸移植後抗体関連型拒絶反応の発症機序と治療法の解明



新規研究：Local 5Gを用いた遠隔手術指導に関する研究

長大病院－五島中央HpにおけるLocal 5Gを用いた手術指導体制の構築
手術：Tapp （腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術）

サブモニターと内視鏡画像の接続、別室と
の通信を実証。

俯瞰カメラやマイクの問題を確認。

術野モニター

メインモニターと
Zoomを介した術野モニターには、

術者、評価者に気にならない程度の動画
の微小誤差あり。

新規研究：臓器移植におけるドローンを利用した搬送に関する研究

ANAとの共同研究、五島にて研究を実施予定

医療機器搬送用ドローン

臓器提供施設
（ドナー病院）

脳死下臓器提供から移植までのプロセス

①患者が臓器提供者となり得る状態となる
②主治医より患者家族に病状説明
③患者家族が臓器提供について
話を聞くことを希望
④患者家族への説明依頼

⑥患者家族の意思の確認
⑦法的脳死判定（２回）

⑤コーディネーターの派遣

⑧移植待機者の中から臓器ごとに
対象者を選択し連絡

⑪移植の実施

⑩臓器摘出～搬
送

日本臓器移植
ネットワーク 移植施設

（eg. 長崎大学病院）

※上記仕組みは、「臓器の移植に関する法律」の運用に関する指針（ガイド
ライン）（平成９年健医発第１３２９号）等を参考に記載。

⑧メディカルコンサルタント
派遣
⑨臓器摘出チーム派遣

臓器提供ハンドブックより



2022 4大 公的プロジェクト

1. 血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する
肝移植を含めた外科治療に関する研究 (厚労科研)

2. 低分子化合物によるヒト肝前駆細胞(CLiP)を用いた肝硬変治療
（AMED）

3. 自己筋芽細胞シートによる十二指腸ESD後穿孔予防と
腹腔鏡デリバリーデバイス開発 (テルモ共同研究講座、AMED)

4. 体外機械還流法によるグラフト機能評価・改善
（スクリーン共同研究講座）



◼ 「血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する肝移植のための組織構築」
兼松班 平成21-23年度

◼ 「血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する肝移植の適応に関する研究」
江口班 平成24-26年度

◼ 「血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植に関する研究」
指定班 江口班 平成27-29年度

指定班 江口班 平成30年度
令和元-2年度

◼ 「血液製剤によるHIV/HC重複感染患者に対する肝移植を含めた外科治療に関
する研究」

指定班 江口班 令和3-5年度

厚労科研エイズ対策研究事業：兼松班 → 江口班



第３回 市民公開シンポジウム
2022年8月6日 東京 Hybrid開催

臓器移植法２５周年 市民公開講座

2022年9月25日 那覇 Hybrid開催



成熟肝細胞（Day1） CLiPs（Day14）

成熟肝細胞分離
リプログラミング

硬変肝

経門脈投与

肝組織の切除
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AMED:低分子化合物によるヒト肝前駆細胞
(Chemically-induced Liver Progenitor; CLiP)を用いた肝硬変治療



低分子化合物による自己肝前駆細胞を用いた
革新的肝硬変治療

X

特願2019-068911

Miyoshi, et al., J Gastroenterology. 2022

生物由来原料基準に関する相談

事前面談 対面助言

PMDA相談

2017 2018 2019 2020 2021

再生医療実用化事業

2022 2023 2024 2025

トランスレーショナルリサーチ2

品質、非臨床安全性試験に関する相談

2025年 臨床研究開始を目指します

ヒト肝硬変患者からのhCLiP作製

Huang, et al., Hepatol Res. 2021

高齢ラットからのCLiP作製

特願2019-066417

Huang, et al., Biosci Bioeng.. 2020

hCLiPからの胆管構造の構築

NASHモデルでのhCLiPの効果検証
Murakami, et al., Regenerative Thera. 2022

薬剤性肝障害モデルでのrCLiPの効果検証
Matsuguma, Eguchi et al. (in preparation)



自己CLiPによる肝再生医療未来像（案）

細胞プロセッシング室
（cell processing facility; CPF）

・ 自己ヒト肝細胞分離
・ 自己ヒトCLiP作製

・ 自己ヒトCLiP投与
（経門脈的）

自己ヒトCLiPにて
健常肝に再生

58



長崎大学・消化器内科
中尾一彦（研究開発分担）
医師主導治験の申請・実施

九州大学
堺 裕輔（研究開発分担者）

デバイスの生物学的安全性試験

大阪大学
宮川 繫（研究開発分担者）
嶽北和宏（研究開発分担者）

長崎大学・消化器外科
金高賢悟（研究開発代表者）
江口 晋（研究開発分担者）

医師主導治験の申請・実施

内視鏡的治療

腹腔鏡下手術

治験薬の製造

治 験

山本弘史（研究開発協力者）
佐藤俊太朗（研究開発協力者）

長崎大学・臨床研究センター

治験プロトコール策定
・薬事戦略アドバイザー

モニタリング・統計解析・デー
タマネジメント

令和2年度AMED再生医療実用化事業

共同研究講座

自己筋芽細胞シートによる十二指腸ESD後
穿孔予防とデリバリーデバイス開発



1991 20112008 2019

共同研究講座 治験の進捗

東京女子医大（大和班）-
長崎大学病院
食道再生医療 臨床研究

細胞シートによる
再生医療実現プロジェク
ト

2008年～2013年

長崎大学第3期
重点研究課題

2017

消化器再生医療学講座

2022年6月29日長崎新聞



現在、2例に対して無事に治験を実施することが出来ました。



新しい共同研究講座 先端技術展開外科学講座



体外機械還流法によるグラフト機能評価・改善

グラフト機能不全の

リスクファクター

長時間保存例

脂肪肝

高齢ドナー

心停止ドナー

(本邦現在実施なし）

臓器摘出

ドナー

冷
却

パッキング 搬
送

レシピエント

移
植

リスクファクターを有する
ドナーからの移植の際、
移植前の機械還流による
機能評価・改善を目指した研究
が行われている。
➢ 欧米では臨床応用あり
➢ 本邦の現状にあった機器・

システム開発が必要

レシピエントMachine Perfusion

機械還流し、
機能確認

移
植

リスクを有するドナー
からの提供臓器

先端技術展開外科学講座

移植実施率、
移植治療成績の向上

㈱SCREEN 曽山明彦 准教授（H12)



ボールがバックスに出た暁には
外科医が頑張ってトライしてく
ださい。



教室の社会貢献・国際交流
2022



1. 出願番号：特願2016-510473 出願日：平成27年3月26日

発明の名称：外科手術用糸輸送器

発明者：江口 晋、黒木 保、小坂太一郎、石松隆和、諸麥俊司

出願人：国立大学法人長崎大学

特許第6235121号 登録日 平成29年11月2日

2. 出願番号：特願2018-14097 出願日：平成30年7月27日

発明の名称：消化管再生のためのシート状細胞培養物

発明者：丸屋安広、松本亮、小林慎一朗、金高賢悟、江口晋、

大仁田賢、橋口慶一、大橋文哉、松村匡記

出願人：国立大学法人長崎大学、テルモ株式会社

3. 出願番号：特願2018-175557 出願日：平成30年9月20日

発明の名称：シート状物貼付デバイス

発明者：山本郁夫、盛永明啓、江口晋、金高賢悟、丸屋安広、小林慎一朗、

松本 亮、大橋文哉、松村匡記

出願人：国立大学法人長崎大学、テルモ株式会社

4. 出願番号：特願2018-242375 出願日：平成30年12月26日

発明の名称：シート状物貼付デバイス

発明者：堺裕輔、江口晋、丸屋安広、大橋文哉、鮫島正

出願人：国立大学法人長崎大学、テルモ株式会社

5. 出願番号：特願2019-068911 出願日：平成31年3月29日

発明の名称：肝前駆細胞を含む細胞集団を製造する方法

発明者：堺 裕輔，江口 晋

出願人：国立大学法人長崎大学

6. 出願番号：特願2019-066417 出願日：平成31年3月29日

発明の名称：培養組織及びその製造方法

発明者：堺 裕輔、江口 晋、足立智彦、黄 宇

出願人：国立大学法人長崎大学、エーザイ・アール・アンド・ディー・マネジメント株式会社

７. 出願番号：特願2020-010071 出願日：2020年1月24日

発明の名称：臓器の表面への貼付けのための生着シート状物

発明者：丸屋安広、山口 峻、金高賢悟、東 美樹、江口 晋、大橋文哉、松村匡記

出願人：国立大学法人長崎大学、テルモ株式会社

8. 出願番号：特願2020-028432 出願日：2020年2月21日

発明の名称：内視鏡操作支援システム及び内視鏡システム

発明者：小坂太一郎、江口 晋、足立智彦、諸麥俊司

出願人：国立大学法人長崎大学、学校法人中央大学

9. 出願番号：特願2019-23584 出願日：平成31年2月13日

発明の名称：切除器具

発明者：江口 晋，日高匡章，小坂太一郎，土屋 淳，佐藤 洋，諸麥俊司

出願人：国立大学法人長崎大学，高島産業株式会社，学校法人中央大学

10．出願番号：特願2021-018360 出願日：2021年2月8日

発明の名称：肝臓表面に移植するための細胞シート

発明者：江口 晋，日高匡章

出願人：国立大学法人長崎大学

11．出願番号：特願2021-132394 出願日：2021年8月16日

発明の名称：嚢胞様構造を有する三次元肝細胞培養物およびその製造方法

発明者：宮本大輔, 江口晋, 足立智彦, 日髙匡章

出願人：国立大学法人長崎大学

12．出願番号：特願2021-018430 出願日：2021年2月8日

発明の名称：膵臓の切断面を覆うためのシート状細胞培養物

発明者：丸屋安広、山口 峻、金高賢悟、江口 晋、東 美樹、大橋文哉、甲斐美穂、

荒巻直希

出願人：国立大学法人長崎大学、テルモ株式会社

特許(12件)



教室からの出版物



第47回日本大腸肛門病学会九州地方会
第38回九州ストーマリハビリ研究会

( １０月１日 出島メッセ長崎）

主催学会・研究会



関連学会・研究会

第19回 日本乳癌学会 九州地方会
当番世話人 前田茂人先生 （長崎医療センター） 3.5-6 出島メッセ

第15回 九州ヘルニア研究会
当番世話人 進 誠也先生（光晴会） 9.10 ホテルニュー長崎

第5回 九州CART研究会
当番世話人 松尾光敏先生（長崎記念） 11.12 出島メッセ

※
第84回 日本臨床外科学会総会

総指揮 藤田文彦先生（久留米大学） 11.24-26 福岡国際会議場



今後の学会主催予定

１．第50回日本膵・膵島移植研究会 2023.3予定

２．日本膵臓内視鏡外科研究会 2023.9予定

３．日本移植学会 2024予定



海外からの留学生・研修生

孟 祥玥
(2018/10～大学院４年生)

李 佩霖
(2021/10～大学院２年生)

広州第一人民病院

李 陸洋
（2022/4～大学院１年生）

山東省済南市章丘医人民総合病院



海外からの留学生・研修生

Enzo Kerkhof
(2022/4～6 研究生)
ライデン大学

Dr. Chaw Phyu Phyu Than
(2022/8～10月 日本肝胆膵外
科学会からの奨学生)

Nicolas Jaquemar
(2022/8 交換留学生)
ビュルツブルク大学

Lyana Mirza
(2022/10 交換留学生)
ビュルツブルク大学

Julie Huguet
(2022/10-11 交換留学生)
アンジェ大学



教室の評価など
2022





当科の学内評価



1－5年業績集 6－10年業績集

担当
伊藤 信一郎准教授、松島 肇 助教
秘書：草野 舞子、柴田知佳、村井友美

担当
曽山 明彦 助教
草野 舞子 秘書



田島義証教授 １１年間お疲れさまでした。

2013 4 日本外科学会にて（福岡）

長大時代の田島教授



おわりに

今後とも教室へのご支援宜しく
お願い申し上げます。

皆さんが楽しく外科医を続けられる
ように、考えていきたいと存じます。

診療応援・代診などのご要望は、
医局長までお知らせください。


